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国井長次郎氏のご長逝を悼む

館長亀谷了

平成8年 4月18日 保健会館理事長国井長次郎氏逝

く，あ々悲しいかな私は今，私の心の大きな支えの一

つを失った.

人皆それぞれ夢を追って人生を生きて行く.私とて

同じだ.私なりに夢を追って今日まで生きてきた，そ

してこれからも夢を追うことであろう.

国井さんの夢は余りにも大きかった.国井さんは夢

故国井長次郎氏

のまっただなかで‘逝かれたのではなかろうか.

慶応の文学部を出て，詩人になろうと世の中にとび

込んだ氏の前に，現れたのが小泉丹教授で、あった.そ

のめぐりあわせが，氏を寄生虫の世界にとび込ませた

に違いないと，私は思う.寄生虫予防会の設立，その

日本全国への広がり，やがてはアジア全般に及ぶ大運

動，氏はまたよき師に恵まれた.森下薫教授，小宮義

孝博士，松林久吉博士，いやいや日本寄生虫学界のす

ばらしい学者群が総力を挙げて師の運動の支えとなっ

た姿は私は大きなドラマだと目を見張ったもので、あっ

Tこ. APCO CAsia Prasite Control Organisation) 

つづいて国連の人口問題組織との協力により全世界的

運動へと夢は果てし無く広がっていった.

目黒寄生虫館設立後間もないある日曜日の朝，私今

度こんな仕事をはじめました，と館の重いドアをあけ

て入ってこられたあの日の小柄な氏の姿は半世紀を経

た今日でも忘れる事が出来ない.館も氏の事業には微

力ではあるが協力してきた.

保健会館が市が谷に完成した夜，御夫人の前に手を

ついて 「有難う」と頭を下けeられたというお話はし、か

にも詩人らしい.

私はある時，あなたは全世界を舞台に大きな詩を描

かれているさぞご満足でしょうねと手紙を書いた.

ある APCOの会議の折り，森下先生が 「議論が分

かれた時には僕は国井さんの意見に従うことにしてい

る」と言われた.あの言葉も忘れる事が出来ない.

平成4年目黒寄生虫館が7階建てに新築された時，

国井さんは車椅子で参加された 私は氏の両手しっか

りと握り，あふれる涙をこらえる事が出来なかった.

私は氏の遺志をついで寄生虫学のために遜進する覚

悟です.どうぞ心安らかに私の夢を追う姿を見守って

ください.いつまでも.

私が国井さんのこ'逝去にあたってお送りした言葉は

ゴセイキョトオキキシ オドロキマシタ カナシイ

ジンノレイノタメニザンネンデス カメガイ サトノレ

この一言がすべてであると思う.

館長に亀谷俊也氏が就任

昭和28年開館以来，創設者である亀谷 了博士が当

館々長を勤めてきたが，高齢になったので，平成9年

10月1日付けでその任を，次男である亀谷俊也副館長

にゆずった 今後，了氏は名誉館長として館の仕事に

あたることになった.亀谷俊也副館長は昭和37年から
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亀谷俊也館長

平成9年10月1目、当館の亀谷了名誉館長が
目黒区かsr:名誉区民Jの称号を贈5れました

「名管区民」の称号は、 目黒区民の生活や文化の向上に優れた功績のあった方に
贈られます。

亀谷名省館長は昭和22年か5目黒区在住。昭和23年、目黒区内で怠療所在
開業し、今日まで区民の健廠摺進と地調庫医禽に尽力する傍5‘寄生虫研究に励み、
寄生虫研究縄開として目黒寄生虫館を創霞しました。

亀谷名奮館長l孟その厨究成果を圏内・国際学舎で発表し寄生虫分類・形態学の
権威として高く野価されています。

また区のPTA活動やユネスコ活動@普及鑑真広も尽力し、地繊社会の発展に
貢献しましたa

昭和44年までの 7年間，米国にあって世界的寄生虫分

類学者， 山口左仲博士の助手をつとめた.吸虫類の分

類が専門である.

名誉館長が目黒区から名誉区民に選ばれたのを記念

して 1階展示室の一角に飾られたプレート

進と地域医療に尽力したこと，目黒寄生虫館を設立

し，そこでの寄生虫の研究，寄生虫に関する知識の普

及に尽力したことなどが認められたものである.これ

は館にとっても名誉なことである.

名誉館長亀谷了氏，名誉区民に選ばれる

平成9年10月，亀谷 了名誉館長は目黒区よ り名誉

区民に選ばれた.今日までの診療所での区民の健康増

亀谷了名誉館長

レオ・マルゴリス博士逝〈

平成9年 1月カナダ ・パンク ーパー・ナナイモに

ある太平洋生物学研究所のレオ ・マノレゴリス (L巴O

MARGOR1S)博士が亡くなられたとの一報がはいっ

た.館長はすぐさま，夫人宛に弔文を送った.

博士とはほぼ30年前からのつきあいで，来日する度

故レオ・マルゴリス博士

に当館を訪れ，夕べには，博士を囲んで会食するのが

常であった.なお，平成5年4月当館が新築され新展

示室がオープンした際にも，来館され祝辞をいただい

た折の様子は本ニュ ース173号で紹介されている.

今はただご冥福を祈るのみである.
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モラベック夫妻来館

平成8年12月11日，チェコスロバキヤの寄生虫学

者，フランク モラベック CF.MORA VEC)博士夫

妻が遠洋水産研究所，長津和也博士の案内で当館をお

モラベック(F.l¥'lORA VEC)博士夫妻来館

右から夫人，モラベック博士，長選博士，

亀谷名誉館長

とずれた. 山口左仲博士の採集された線虫類の一部の

標本を借りだしていかれた.モラヘツク博土は寄生性

線虫類の権威である.

山口 昇教授急逝す

埼玉医科大学短期大学教授山口 昇博士は，平成8

年 2月3日未明急性心不全のため急逝された.亨年66

歳で、あった.昇博士は故山口左仲博士のご次男で，当

館では，ご専門のダニ類の鑑定などに関してど指導い

ただいていた先生で、ある. 3月17日の寒い日曜日，大

学にて短大葬がしめやかに行われた.当日は，音楽を

こよなく愛された先生のチェロ演奏が会場に流され

た.

昇先生が生前集められたダニ類の標本などは大学に

残されたが，書籍類はご遺族のご好意により一括し

て， 目黒寄生虫館で保管している

生前は学生を引率して，年に l回当館で課外授業を

なされるのを常としていた

目黒区教育委員会からの調査研究の委託

砂場の寄生虫卵の検査を行う

目黒区教育委員会からの調査委託として平成 8年

度 5か所の目黒区立小 ・中学校 ・幼稚園敷地内にお

ける砂場の寄生虫卵の検出を行った.平成8年11月と

平成9年 2月に実施された.その結果 1施設よりネ

コ回虫卵が見つかった.

ネコ回虫卵

水産物と寄生虫と題して講演

平成8年(1996年) 1月29日市原研究員は静岡県水

産試験場で，魚貝類販売業者などを対象に，水産物と

寄生虫と題して 1時間30分ほど講演した.内容は横川

吸虫，肝吸虫，宮崎肺吸虫， 日本海裂頭条虫，大複殖

門条虫，アニサキス.シュードテラノーλ等水産物か

ら人に感染する主な寄生虫と，人には感染しないが，

水産物に寄生し，異物として問題になる単生類(エラ

ムシ，ハダ、ムシ)，三生吸虫類(ディディモゾイドな

ど)，条虫類(カイツムリニショクジョウチュウ，四

吻目条虫など)，線虫類(ブリ糸状虫など)，鈎頭虫類

(カツオコウトウチュウなど)，原虫類(クドアなど)

についてスライドを用いて紹介した.

特別展示:南極探検と寄生虫を開催

従来当館は常設展示を行ってきたが，内外の要望に

より，期間限定の特別展示を試みた.内容は英国人に

よりおこなわれた，第2次南極探検(191かー1912)で

採集された生物のなかには寄生虫も含まれていた.こ

の探検は5名の遭難とし、う不幸にみまわれた.途中ま

で参加したアトキンソン博士は採集された寄生虫を調

べて20の新種を発表した.その虫の名称のほとんどは

探検にかかわった人達の名前に因んで、いる.今回，紹

介された寄生虫はその内5種で，隊員と寄生虫名が紹

介された.展示期聞は平成9年(1997年) 8月1日か

ら翌年1月30日までである.
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その後の見学者の感想文

某獣医大学で学生に夏休み中に帰省先の動物園・水

族館 ・博物館館などを見学し問題点などをレポートに

まとめる課題を与えた.その中に当館に関するレポー

トも含まれていた.担当の先生の好意、でそれらのコ

ピーを送付頂いたのでそれらの一部を紹介したい.

“世界唯一の寄生虫博物館であるということで興味が

わき目黒寄生虫館を見学した.

この寄生虫館では主として寄生虫の分類学的研究が

行われており，所蔵している標本は多数である.

また大きな特徴と思われるものは，偉大な業績を残

された物故諸先生方の寄生虫関係資料の保管であっ

た.山口左仲，福井玉夫，田熊清一郎，中川幸庵，吉

田貞雄，板垣四郎，尾崎佳正各先生の資料がそれであ

る.見学していて印象に残ったものは， 8.8 mのサ

ナダムシ(日本海裂頭条虫)の標本や陰袈水腫の写

真，象皮病患者の写真，皮膚リーシュマニア症の写真

などであった， 日本圏内で寄生虫によってこんなにも

ひどい症状がでているとは思わなかった.フィラリア

症は蚊によって感染し，パングロフト糸状虫の成虫は

鼠際部，肢高部のリンパ管に好んで、寄生するというこ

とだった.

今まで寄生虫というものはどうも家畜など動物だけ

に限って考えてしまいがちだった，人においても決し

て軽視すべきものではないということを思い知らされ

た.また寄生虫というものは自覚症状がない場合も少

なくないという非常にやっかいなものであり，今後，

人，家畜をとわず深い研究が必要だと思った.

百話21話付表

1750 1800 

1744 LAMARIく

1809 

この見学を機会にこれから獣医学を学んでいくうえ

で寄生虫というものにも自分自身の中で重点をおき，

さらに知識を深めていきたい"

次にある中学生が修学旅行で，展示室

を見学した際の感想文を紹介したい.

この前の班別研修では、とてもお忙しいところを僕

たちのいろいろな質問に答えていただいてほんとうに

ありがとうございました.あらためて寄生虫がこわい

ことがわかりました.特にかめの険に寄生するやつに

はとてもびっくりしました.

僕たちは勉強をがんばりますので，館の皆さんは寄

生虫の研究をがんばってください.

寄生虫百話第21話

へッケルは何故，双子虫 CDiplozoon)
を重視したか

亀谷了

このテーマについては，私は英文で書きつつある

「双子虫の研究」の中で、詳細に述べたいと思う.

まずそのきっかけを述べよう.私は平凡社から荒俣

宏著 ・世界大博物図鑑(1991)・虫類の中の寄生虫に

関する部門の解説を額まれた.江戸時代のハリガネム

シの函などともにヘッケノレの扇形動物の大きいイラス

トのそれに独文の Kunstformender Naturのコピ

ーが入っていた.このイラストには寄生性扇形動物と

1850 

1829 I 1832 
Dがozoon発見

1809 

動物哲学

DARWIN 

1859 

種の起源

1900 

1904 

HAECKEL 

Kunstformen 

der Natur 

1882 
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して有鈎条虫，住血吸虫， 三代虫などともに双子虫も

入っている.本書は明治37年(1904)の刊行.問題は

この図の見出しである.図の下縁には Platodesと書

いてあるが，右肩には 2urTafel 75-Dψlozoo12，つま

り第75図は双子虫があるぞとの意味にとれる.私が20

年以上追求してきた Diplozoo12 が何故ヘツケノレを刺

激したのかと考えた.そして気のついたことは，ヘツ

ケノレは動物分類学に非常に貢献した系統樹を創設した

生物学者だ.そして双子虫が進化の過程の一つの節目

の役を果しているという私の持論と一致すること知っ

た.ヘッケノレはダーウインの進化論が出るや否やまっ

さきにこれをとりあけ.世界中に広めるために，大いに

活躍した人だ.LAMARK， DARWIN， HAECKEL と

近代進化論のできあがるおおきな渦巻きのまっさい中

に Dψlozoo12属が発見されたということは，神の啓

示で‘はなかったかと私は思う.

ラマノレクの動物哲学 CPhilosophiczoologique)が

出たのが1809年， しかし当時は無視された.ダーウイ

ンの種の起源 COriginof speci巴s)が1859年，そし

てへツケノレの Kunstformender Naturが1904年，

これらにはさまれて Dψlozoo12pm'adoxum V ON 

NORDMANN， 1832が発見された. これらのつくる物

理的空間の面白さは，図によって味わってもらいた

い.その根源は自家受精が可能な身でありながら，敢

えて他家受精の道を選んだという Diplozoon属の進

化への志向を汲みとることができる.私はそのメカニ

ズムに挑戦しよう.
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